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図示

馬藩沢橋 落橋防止構造(参考図)(1) S=1:25

落橋防止構造(参考図)(1)

注記

1. 連結ケーブルの製作は、現場にて取付間

 距離を確認のうえ、おこなうこと。

A1橋台

本連結ケーブル L=3800mm

材 料 表（落橋防止構造1組当たり）

PC鋼より線,ポリエチレン被覆(18.42kg/m)1

全2組（2組/橋台）

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

(マンション) SCM435,ねじきり標準　<ケーブルに組込>

(ガイドパイプ)

S45C;亜鉛めっき(HDZT77)

個 2

本 2

2ナット

止めプレート

スプリング

緩衝具

保護キャップ

L=450

個

個

個

個

組

2

2

2

1

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

ポリエチレン;6-止めビス付

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

取付詳細図

連結ケーブル A-A断面図 S=1:3 ナット
(S45C:亜鉛めっき) (SS400相当品:亜鉛めっき) (SW-C:亜鉛めっき,クロメート処理)

緩 衝 具
(支圧板+緩衝パッキン)

保護キャップ
(ポリエチレン)

ポリエチレン　<ケーブルに組込>700mm

112

646

3800

2600

上部工側下部工側

921930095
3

連結ケーブル(F360TD)

スプリング

止めプレート

マンション

ナット

緩衝具

連結ケーブル全長　L=3800

1310

610 700

370

φ
1
10

1310

610700

370

マンション
(SCM435)

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

ガイドパイプ
(ポリエチレン) マンション

(SCM435)

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

保護チューブ
(t=2)

保護チューブ
(t=2)

PC鋼より線
(19xφ12.7) (ポリエチレン樹脂)

63.5

83.5

PC鋼より線
(19xφ12.7)

被覆材

防錆油

A

A

155 92

1
79

六角穴付止めねじ
(M10)

180 19

13

1
80

1
441
17

φ
1
41

450

φ
2
50

（製作長）

φ13

390

1
17

2
52

3
90

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

50

13

45

4
30

組立て全長　L=710

220

540

210

φ
1
10

25 8080 25 25

キャップ部 取付部

内ねじ加工

ビス止め位置

ビス受け孔

外ねじ加工

(組立高さ段階調整用)

トランペットシース

シース

用心鉄筋

800

トランペットシース

シース

用心鉄筋

800

本シース

個トランペットシース TR142

VP125 L=560

1

1

ポリエチレン

1000

鋼製キャップ 個 1 SS400,STK400;亜鉛めっき(HDZT77) ゴムパッキン付

鋼製キャップ
(SS400,STK400:亜鉛めっき)

L=770

鋼製キャップ

あと施工アンカー

※コーキング処理(全周)

4
80

5
40

φ
4
5
7.
2

6
.4

30

540

480

9 770

9

6
.4 30

30 30

4-φ22

パッキン
(t=6)

112

643

92 19 300 95

スプリング

止めプレート

マンション

ナット

緩衝具

4本 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49)M16x160 1W,1SW付

t=2.5

340

240

20
20

φ
2
50

φ
1
42

100

560<560>

φ
1
40

R=560

トランペットシース

シース(VP125)

箱抜き詳細図

※切断

コンクリート端部

※切断

コンクリート端部

※シースはコンクリート打設前にセットする。
※端部はコンクリート端にあわせて、現場で切断する。

※トランペットシースはコンクリート打設前にセットする。
※端部の処理は箱抜き詳細図を参照のこと。

トランペットシース
(ポリエチレン)

テーピング

補剛板(下部工用) 枚 1 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) ゴムパッキン付

補剛板(下部工用)
(SS400相当品:亜鉛めっき)

19

パッキン
(t=6)

4
80

5
40

30

540

480

30

30 30

4-φ22

1
17

25

パッキン

鋼製キャップ

落橋防止構造の止水処理(橋台側)

a部詳細

コバ面を覆うようにコーキング

コンクリート接触面にもコーキング

ボルト孔を埋めるようにコーキング

パッキンt=6(ゴム系)

接着剤で接合

全周にわたってコーキング
下
部
工

パ
ラ
ぺ
ッ
トa鋼製キャップ

補剛板とパッキンは
接着剤で接合
鋼製キャップとパッキンは

補剛板
マンション端部処理

※取付前に保護チューブをはぎ取る。
　取付後はマンション先端ねじ部に
　防錆処理をおこなうこと。

保護チューブはぎ取り

補剛板
(下部工用)

あと施工アンカー

補剛板(上部工用) 枚 1 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) ゴムパッキン付

補剛板(上部工用)
(SS400相当品:亜鉛めっき)

19

パッキン
(t=6)

4
40

440

1
17

25

補剛板
(上部工用)

※< >内寸法は、下部工側を示す。

保護キャップ

止めプレート スプリング

／

事務所名

施工会社名

設計会社名

縮      尺

図面の種類

図面番号 /

株式会社 建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　東北支社

常磐自動車道

いわき工事事務所

馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

馬藩沢橋
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図示

馬藩沢橋 落橋防止構造(参考図)(2) S=1:25

落橋防止構造(参考図)(2)

A2橋台

本連結ケーブル L=3700mm

材 料 表（落橋防止構造1組当たり）

PC鋼より線,ポリエチレン被覆(14.06kg/m)1

全2組（2組/橋台）

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

(マンション) SCM435,ねじきり標準　<ケーブルに組込>

(ガイドパイプ)

S45C;亜鉛めっき(HDZT77)

個 2

本 2

2ナット

止めプレート

スプリング

緩衝具

保護キャップ

L=450

個

個

個

個

組

2

2

2

1

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

ポリエチレン;6-止めビス付

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

取付詳細図

A-A断面図 S=1:7.5連結ケーブル ナット
(S45C:亜鉛めっき)

止めプレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

スプリング
(SW-C:亜鉛めっき,クロメート処理)

緩 衝 具
(支圧板+緩衝パッキン)

ポリエチレン　<ケーブルに組込>600mm

1.連結ケーブルの製作は、現場にて取付間
注記)

　距離を確認のうえ、おこなうこと。

95

5982500

3700

上部工側下部工側

751930088

連結ケーブル(F270TD)

スプリング

止めプレート

マンション

ナット

緩衝具

300

φ
94

連結ケーブル全長 L=3700

1170 1170

570600600570

300

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

PC鋼より線
(19xφ11.1)

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

保護チューブ
(t=2)

保護チューブ
(t=2)

マンション
(SCM435)

マンション
(SCM435)

55.5

75.5

防錆油

(ポリエチレン樹脂)

PC鋼より線
(19xφ11.1)

被覆材

A

A

135 75

1
55
.9

六角穴付止めねじ
(M10)

165

1
01

1
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1
65

12

19
（製作長）

450

φ
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φ
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φ12

340

1
01

2
27

3
40

3850

12

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

トランペットシース

シース

用心鉄筋

700

トランペットシース

シース

用心鉄筋

800
3

本

個TR142

VP125 L=560

1

シース

トランペットシース

1

ポリエチレン

鋼製キャップ 個 1 SS400,STK400;亜鉛めっき(HDZT77) ゴムパッキン付L=730

鋼製キャップ

あと施工アンカー

※コーキング処理(全周)

102

602

7519 300 88

スプリング

止めプレート

マンション

ナット

緩衝具

4本 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49)M16x160 1W,1SW付

補剛板(下部工用) 枚 1 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) ゴムパッキン付

18

補剛板
(下部工用)

あと施工アンカー

補剛板(上部工用) 枚 1 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) ゴムパッキン付

18

補剛板
(上部工用)

保護キャップ

保護キャップ
(ポリエチレン)

組立て全長　L=680

540
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6525
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252565

3
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φ
98

キャップ部 取付部

ビス止め位置

ビス受け孔

外ねじ加工

(組立高さ段階調整用)

内ねじ加工

鋼製キャップ
(SS400,STK400:亜鉛めっき)
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7309
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6
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φ
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パッキン
(t=6)
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φ
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φ
1
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100

560<460>

φ
1
40

t=2.5

R=560

トランペットシース

シース(VP125)

箱抜き詳細図

※切断

コンクリート端部

※切断

コンクリート端部

※シースはコンクリート打設前にセットする。
※端部はコンクリート端にあわせて、現場で切断する。

※トランペットシースはコンクリート打設前にセットする。
※端部の処理は箱抜き詳細図を参照のこと。

トランペットシース
(ポリエチレン)

テーピング

補剛板(下部工用)
(SS400相当品:亜鉛めっき)

12490

430 3030

30

4
90

4
30

4-φ22

1
01

パッキン
(t=6)

30

パッキン

鋼製キャップ

落橋防止構造の止水処理(橋台側)

a部詳細

コバ面を覆うようにコーキング

コンクリート接触面にもコーキング

ボルト孔を埋めるようにコーキング

パッキンt=6(ゴム系)

接着剤で接合

全周にわたってコーキング
下
部
工

パ
ラ
ぺ
ッ
トa鋼製キャップ

補剛板とパッキンは
接着剤で接合
鋼製キャップとパッキンは

補剛板

マンション端部処理

※取付前に保護チューブをはぎ取る。
　取付後はマンション先端ねじ部に
　防錆処理をおこなうこと。

保護チューブはぎ取り

補剛板(上部工用)
(SS400相当品:亜鉛めっき)

12380

3
801
01

パッキン
(t=6)

※< >内寸法は、下部工側を示す。

1000

注記

1. 連結ケーブルの製作は、現場にて取付間

 距離を確認のうえ、おこなうこと。

／

事務所名

施工会社名

設計会社名

縮      尺

図面の種類

図面番号 /

株式会社 建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　東北支社

常磐自動車道

いわき工事事務所

馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

馬藩沢橋
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P1

ST
A.
48
2+
78
.5

G1
G2

上
部

工
施
工

下
部

工
施
工

KCL

敷桁

H250X250X9X14

受桁　H400X400X13X21

ブラケット

H400X400X13X21

接着系アンカー

M22(SS400)

埋込長　250mm

敷桁

H250X250X9X14

受桁

H400X400X13X21

ブラケット

H400X400X13X21

接着系アンカー

M22(SS400)

埋込長　250mm

敷桁

H250X250X9X14
ブラケット

H400X400X13X21

接着系アンカー

M22(SS400)

埋込長　250mm

▽58.964

▽57.464

▽56.814

▽58.964

400

▽57.464

▽56.814

正　面　図 側　面　図

平　面　図

2-M22X80(F10T)

2-M22X80(F10T)

品　名 サイズ 長さ(m)
単位質量 単位質量

数　量 質量(kg)
(kg/m) (kg/本)

敷桁 Ｈ250×250×9×14 4.000 71.80 287.20 6 1,723

受桁 Ｈ400×400×13×21 8.500 172.00 1462.00 2 2,924

ブラケット Ｈ400×400×13×21 2.384 172.00 410.05 4 1,640

スチフナー 6.44 32 206

スチフナー 6.44 96 618

トッププレ－ト 19.90 4 80

合計 7,191

品　名 サイズ 単位質量(kg/本) 数　量 質量(kg)

ﾊｲﾃﾝｼｮﾝﾎﾞﾙﾄ F10T-M22× 80 0.59 8 5

ﾌﾞﾙﾏﾝ C-50 3.10 24 74

合計 157

総合計 7,348

常磐自動車道　馬藩沢橋(ブラケット支保工) 数量表

ブルマン C-50型

2ヶ/箇所

▽62.535
▽62.392
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0
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1
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5
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×
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0
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2
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1
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450 3100 450
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上
部

工
施
工

下
部

工
施
工

2ヶ/箇所

受桁

H400X400X13X21

ブルマン C-50型

A1橋台 P2橋脚

200 200

1
1
×

2
0
0
=
2
2
00

1
9
0

1
0

▽54.414

2
4
0
0

1
1
×

2
0
0
=
2
2
00

1
9
0

1
0

スチフナープレート

16-PL12X192X356

スチフナープレート

24-PL12X192X356

スチフナープレート

24-PL12X192X356

スチフナープレート

16-PL12X192X356

スチフナープレート

24-PL12X192X356

▽54.414

1
4
0
0

2
5
0
0

1
0
0

3
9
0
0

上
部

工
施
工

5
0
0
0

トッププレート

1
6

2
3
8
4

1
6

1
1
2
0

7
9
0

7
9
0

790 6420 790

5500
790 3920 790

8000

1
0
7
2

1
5
0
0

1
4
0
0

2
5
0
0

1
0
0

3
9
0
0

9
2
9

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ φ22　×　300 0.74 96

ナット M22用 0.076 96

71

7

ブルマン C-50型

2ヶ/箇所

2
5
0

4
0
0

8500

2750 3000

250

2750

250 1375 1375

1250

(P1橋脚)

備考

受桁用

ブラケット用

備考

敷桁・受桁

SS400　接着系アンカー用

リース、

リース

枠組支保工

1125 1125

562.5

562.5

562.5

562.5

PL-12×192×356

PL-12×192×356

PL-16×398×398

スチフナープレート

16-PL12X192X356

馬藩沢橋　P1橋脚 仮設支保工詳細図

1:100

馬藩沢橋　P1橋脚 仮設支保工詳細図 ／

事務所名

施工会社名

設計会社名

縮      尺

図面の種類

図面番号 /

株式会社 建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　東北支社
いわき工事事務所

S=1:100

常磐自動車道

馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

1.アンカー削孔の際は、設計図面の確認および事前の鉄筋探査等を行い、既設鉄筋等を切断しないように留意すること。
2.施工後はアンカーボルトを切断して撤去し、表面には防錆処理を行うこと。

＜注記＞

3.設計荷重は以下のとおりとする。
　・コンクリート荷重等　55.00kN/m2

　・型枠支保工荷重　3.00kN/m2

　・作業荷重　4.00kN/m2
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P2

ST
A.
48
3+
28
.5

G1
G2

上
部

工
施
工

下
部

工
施
工

KCL

▽59.816

▽58.316

▽57.666

▽59.816

▽58.316

▽57.666

▽55.266

正　面　図 側　面　図

平　面　図

▽63.388
▽63.243

上
部

工
施
工

下
部

工
施
工

P1橋脚 P3橋脚
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0
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敷桁

H250X250X9X14

受桁　H400X400X13X21

ブラケット

H400X400X13X21

接着系アンカー

M22(SS400)

埋込長　250mm

敷桁

H250X250X9X14

受桁

H400X400X13X21

ブラケット

H400X400X13X21

接着系アンカー

M22(SS400)

埋込長　250mm

敷桁

H250X250X9X14

接着系アンカー

M22(SS400)

埋込長　250mm

2-M22X80(F10T)

2-M22X80(F10T)

ブルマン C-50型

2ヶ/箇所

2ヶ/箇所

受桁

H400X400X13X21

ブルマン C-50型

スチフナープレート

16-PL12X192X356

スチフナープレート

24-PL12X192X356

スチフナープレート

24-PL12X192X356

スチフナープレート

16-PL12X192X356

▽55.266

(P2橋脚)

品　名 サイズ 長さ(m)
単位質量 単位質量

数　量 質量(kg) 備考
(kg/m) (kg/本)

敷桁 Ｈ250×250×9×14 4.000 71.80 287.20 6 1,723

受桁 Ｈ400×400×13×21 8.500 172.00 1462.00 2 2,924

ブラケット Ｈ400×400×13×21 2.384 172.00 410.05 4 1,640

スチフナー 6.44 32 206 受桁用

スチフナー 6.44 96 618 ブラケット用

トッププレ－ト 19.90 4 80

合計 7,191

常磐自動車道　馬藩沢橋(ブラケット支保工) 数量表
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施
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0
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0
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品　名 サイズ 単位質量(kg/本) 数　量 質量(kg) 備考

ﾊｲﾃﾝｼｮﾝﾎﾞﾙﾄ F10T-M22× 80 0.59 8 5

ﾌﾞﾙﾏﾝ C-50 3.10 24 74

合計 157

総合計 7,348

敷桁・受桁

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ φ22　×　300 0.74 96 SS400　接着系アンカー用

ナット M22用 0.076 96

71

7

2
5
0

4
0
0

8500

2750 3000

250

2750

1375

ブルマン C-50型

2ヶ/箇所

1250

リース、

リース

枠組支保工

1125 1125

562.5

562.5

562.5

562.5

250 1375

トッププレート

PL-12×192×356

PL-12×192×356

PL-16×398×398

スチフナープレート

16-PL12X192X356

馬藩沢橋　P2橋脚 仮設支保工詳細図

1:100

馬藩沢橋　P2橋脚 仮設支保工詳細図 ／

事務所名

施工会社名

設計会社名

縮      尺

図面の種類

図面番号 /

株式会社 建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　東北支社
いわき工事事務所

S=1:100

常磐自動車道

馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

1.アンカー削孔の際は、設計図面の確認および事前の鉄筋探査等を行い、既設鉄筋等を切断しないように留意すること。
2.施工後はアンカーボルトを切断して撤去し、表面には防錆処理を行うこと。

＜注記＞

3.設計荷重は以下のとおりとする。
　・コンクリート荷重等　55.00kN/m2

　・型枠支保工荷重　3.00kN/m2

　・作業荷重　4.00kN/m2
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下
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工
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KCL

▽60.498

▽58.998

▽60.498

▽58.998

▽58.348

▽55.948

正　面　図 側　面　図

平　面　図

▽64.070
▽63.926
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敷桁

H250X250X9X14

ブラケット

H400X400X13X21

接着系アンカー

M22(SS400)

埋込長　250mm

敷桁

H250X250X9X14

受桁

H400X400X13X21

ブラケット

H400X400X13X21

接着系アンカー

M22(SS400)

埋込長　250mm

敷桁

H250X250X9X14

接着系アンカー

M22(SS400)

埋込長　250mm

2-M22X80(F10T)

2-M22X80(F10T)

ブルマン C-50型

2ヶ/箇所

2ヶ/箇所

受桁

H400X400X13X21

ブルマン C-50型

スチフナープレート

16-PL12X192X356

スチフナープレート

24-PL12X192X356

スチフナープレート

24-PL12X192X356

スチフナープレート

16-PL12X192X356

▽55.948

品　名 サイズ 長さ(m)
単位質量 単位質量

数　量 質量(kg)
(kg/m) (kg/本)

敷桁 Ｈ250×250×9×14 4.000 71.80 287.20 6 1,723

受桁 Ｈ400×400×13×21 8.500 172.00 1462.00 2 2,924

ブラケット Ｈ400×400×13×21 2.384 172.00 410.05 4 1,640

スチフナー PL-12×192×356 6.44 32 206

スチフナー PL-12×192×356 6.44 96 618

トッププレ－ト PL-16×398×398 19.90 4 80

合計 7,191

常磐自動車道　馬藩沢橋(ブラケット支保工) 数量表
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スチフナープレート
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品　名 サイズ 単位質量(kg/本) 数　量 質量(kg)

ﾊｲﾃﾝｼｮﾝﾎﾞﾙﾄ F10T-M22× 80 0.59 8 5

ﾌﾞﾙﾏﾝ C-50 3.10 24 74

合計 157

総合計 7,348

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ φ22　×　300 0.74 96

ナット M22用 0.076 96

71

7

▽58.348

2
5
0

4
0
0

2750 3000

1375

受桁　H400X400X13X21

ブルマン C-50型

2ヶ/箇所

1250

(P3橋脚)

備考

受桁用

ブラケット用

備考

敷桁・受桁

SS400　接着系アンカー用

リース、

リース

枠組支保工

1125 1125

562.5

562.5

562.5

562.5

8500

250

2750

250 1375

トッププレート

スチフナープレート

16-PL12X192X356

馬藩沢橋　P3橋脚 仮設支保工詳細図

1:100

馬藩沢橋　P3橋脚 仮設支保工詳細図 ／

事務所名

施工会社名

設計会社名

縮      尺

図面の種類

図面番号 /

株式会社 建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　東北支社
いわき工事事務所

S=1:100

常磐自動車道

馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

1.アンカー削孔の際は、設計図面の確認および事前の鉄筋探査等を行い、既設鉄筋等を切断しないように留意すること。
2.施工後はアンカーボルトを切断して撤去し、表面には防錆処理を行うこと。

＜注記＞

3.設計荷重は以下のとおりとする。
　・コンクリート荷重等　55.00kN/m2

　・型枠支保工荷重　3.00kN/m2

　・作業荷重　4.00kN/m2
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10650

445 9760 445

2.5% 2.5%

断面図 S=1:150

平面図 S=1:800

-5

K1-H15-1

B1-S11-No.25

KⅡ-R4-7

KⅡ-R4-8

B1-S11-No.26
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(66.799)
R4-073

(49.944)
S083

CL

55600

STA.484+24.000

A2

700

700

P3P2

P1

A1 2@50000=100000

桁長　201100

鋼4径間連続ラーメン2主鈑桁橋　橋長　202500

No
.48

3+5
5.
256

4
83 4
84
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7
50

10000 7500

6
7
50

T

S072

51.13

▽54.64

▽55.36

KP KP

1
2
0
0
0

吊足場

(標準型側面)①

／

事務所名

施工会社名

設計会社名

縮      尺

図面の種類

図面番号 /

東日本高速道路株式会社　東北支社

常磐自動車道

いわき工事事務所

馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

馬藩沢橋

足場設置範囲・足場構造図（参考図）

図示

馬藩沢橋　足場設置範囲・足場構造図(参考図)

項目

吊足場

種別

標準型側面

番号 単位 延長

① ｍ 202.5

数量表
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2500

92

592

3680

721930088
3

下部工側 上部工側

連結ケーブル(F220TD)

スプリング

止めプレート

マンション

緩衝具

ナット

本連結ケーブル L=3680mm

材 料 表（落橋防止構造1組当たり）

PC鋼より線,ポリエチレン被覆(9.82kg/m)1

全4組（2組/橋台）

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

(マンション) SCM435,ねじきり標準　<ケーブルに組込>

(ガイドパイプ)

S45C;亜鉛めっき(HDZT77)

個 2

本 2

2ナット

止めプレート

スプリング

緩衝具

保護キャップ

L=450

個

個

個

個

組

2

2

2

1

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

ポリエチレン;8-止めビス付

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

取付詳細図

連結ケーブル A-A断面図 S=1:2 ナット
(S45C:亜鉛めっき)

止めプレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

スプリング
(SW-C:亜鉛めっき,クロメート処理)

緩 衝 具
(支圧板+緩衝パッキン)

保護キャップ
(ポリエチレン)

ポリエチレン　<ケーブルに組込>600mm

280

530

1130

連結ケーブル全長　L=3680

φ
78

600

1230

530

280

700

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

PC鋼より線
(7xφ15.2)

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

保護チューブ
(t=2)

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

保護チューブ
(t=2)

マンション
(SCM435)

マンション
(SCM435)

61.6

45.6

防錆油

(ポリエチレン樹脂)

PC鋼より線
(7xφ15.2)

被覆材

A

A

122 72

1
41

六角穴付止めねじ
(M10)

150 19

11

85 1
05

1
50

450

φ
1
02

φ
1
90

（製作長）

φ11

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

300 3850

11

85 1
92 3
00

組立て全長　L=695

555

245

65

3
40

φ
88

25

255

2565 2565

キャップ部 取付部

ビス止め位置 ビス受け孔

外ねじ加工(組立高さ段階調整用)

内ねじ加工

シース

用心鉄筋

700

トランペットシース

シース

用心鉄筋

800

トランペットシース

本

個TR116

VP100 L=570<470>シース

トランペットシース 1

1

ポリエチレン

1000

鋼製キャップ

あと施工アンカー

※コーキング処理(全周)

鋼製キャップ 個 1 SS400,STK400;亜鉛めっき(HDZT77) ゴムパッキン付

鋼製キャップ
(SS400,STK400:亜鉛めっき)

L=720

4407209

φ
3
5
5.
6

6
.4

6
.4

30
3
80

30

30

4
40

9 380 30

4-φ22

パッキン
(t=6)

91

588

7219 300 88

スプリング

止めプレート

マンション

緩衝具

ナット

M16x160 1W,1SW付 4本 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49)

箱抜き詳細図

※シースはコンクリート打設前にセットする。
※端部はコンクリート端にあわせて、現場で切断する。

※トランペットシースはコンクリート打設前にセットする。
※端部の処理は箱抜き詳細図を参照のこと。

トランペットシース
(ポリエチレン)

330

230

20
20

φ
2
14

φ
1
16

100

570<470>
φ
1
14

R=560

t=2.5 トランペットシース

シース(VP100)

※切断

コンクリート端部

※切断

コンクリート端部

テーピング

補剛板(下部工用) 枚 1 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) ゴムパッキン付

補剛板(下部工用)
(SS400相当品:亜鉛めっき)

パッキン
(t=6)

12440

30
3
80

30

30

4
40

380 30

4-φ22

85

18

パッキン

鋼製キャップ

落橋防止構造の止水処理(橋台側)

a部詳細

コバ面を覆うようにコーキング

コンクリート接触面にもコーキング

ボルト孔を埋めるようにコーキング

パッキンt=6(ゴム系)

接着剤で接合

全周にわたってコーキング
下
部
工

パ
ラ
ぺ
ッ
トa鋼製キャップ

補剛板とパッキンは
接着剤で接合
鋼製キャップとパッキンは

補剛板

マンション端部処理

※取付前に保護チューブをはぎ取る。
　取付後はマンション先端ねじ部に
　防錆処理をおこなうこと。

保護チューブはぎ取り

補剛板
(下部工用)

あと施工アンカー

補剛板(上部工用) 枚 1 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) ゴムパッキン付

補剛板(上部工用)
(SS400相当品:亜鉛めっき)

パッキン
(t=6)

12340

3
4085

18

補剛板
(上部工用)

※< >内寸法は、下部工側を示す。

保護キャップ保護キャップ

注記

1. 連結ケーブルの製作は、現場にて取付間

 距離を確認のうえ、おこなうこと。

A1,A2橋台

／

事務所名

施工会社名

設計会社名

縮      尺

図面の種類

図面番号 /

株式会社 建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　東北支社

常磐自動車道

いわき工事事務所

馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

宇多川橋

図示

宇多川橋 落橋防止構造(参考図)

落橋防止構造(参考図)
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鞘管

700 700

700 700

鋼3径間連続2主鈑桁橋　橋長　125500

桁長　124100

36200 48200 38300

120t トラッククレーン 120t トラッククレーン 120t トラッククレーン

① 14.3t ② 23.8t ⑥ 12.5t ③ 12.3t ④ 17.6t ⑤ 33.5t

至　相馬ＩＣ至　南相馬ＩＣ

1:
1.
2

通水断面

※
※

ST
A.4

61
+35

.50
0

ST
A.4

60
+10

.00
0

① 120tトラッククレーン

ブーム   31.8m

作業半径 G1:R=16.0m G2:R=16.0m

定格荷重 G1:19.7t G2:19.7t

吊荷重　 G1:15.8t G2:16.3t

フック　 1.0t

吊り具　 1.0t
② 120tトラッククレーン

ブーム   31.8m

作業半径 G1:R=12.0m G2:R=12.0m

定格荷重 G1:27.1t G2:27.1t

吊荷重　 G1:25.2t G2:25.8t

フック　 1.0t

吊り具　 1.0t

⑥ 120tトラッククレーン

ブーム   31.8m

作業半径 G1:R=18.0m G2:R=18.0m

定格荷重 G1:16.3t G2:16.3t

吊荷重　 G1:14.0t G2:14.5t

フック　 1.0t

吊り具　 1.0t

③ 120tトラッククレーン

ブーム   31.8m

作業半径 G1:R=16.0m G2:R=16.0m

定格荷重 G1:19.7t G2:19.7t

吊荷重　 G1:14.3t G2:13.9t

フック　 1.0t

吊り具　 1.0t

④ 120tトラッククレーン

ブーム   31.8m

作業半径 G1:R=14.0m G2:R=14.0m

定格荷重 G1:23.0t G2:23.0t

吊荷重　 G1:19.4t G2:19.6t

フック　 1.0t

吊り具　 1.0t

⑤ 200tトラッククレーン

ブーム   31.8m

作業半径 G1+G2+横桁:R=16.0m

定格荷重 G1+G2+横桁:40.9t

吊荷重　 G1+G2+横桁:35.8t

フック　 1.36t

吊り具　 1.0t

夜間施工

B1

B3 B5
B4

B2

200t トラッククレーン

G

G

G

G

G

E　山岸線20-A

反

反

反

8000

8
000

6500

9
500

9
850

5300

10500

9
8 50

支間長　36200(CL上) 支間長　38300(CL上) 700

700
700

700

支間長　48200(CL上)

桁長　124100(CL上)

鋼3径間連続2主鈑桁橋　橋長　125500(CL上)

8
000

400
0

500
0

600
0

600
0

600
0

600
0

50

200
00

194
00

300

300

330
00

1
2.

0%
斜

 
路

14.014

19.50

18.557

至　相馬ＩＣ

4
60 4
61

施工ヤード

8
000

14200

14000

▽
20
.0
00

▽
21
.5
90

斜 路
10.

0%

▽
19
.0
009
.
0%

10.
0%

1
0.
0%

1

R1
60
0

R18000
R1600

地組桁

地組桁

▽
20
.3
60

▽
1
9
.
000

▽
18.500

No.0

+1.0m

+3.35m

+18.60m

10.
0%

▽
19

.3
70

▽

R1200

R1
40
0

R16000

地組桁

地組桁

地組桁

B1 B3 B5B4
B2

／宇多川橋 上部工架設要領図(参考図)

：Ⅱ期線 右壁高欄外側 

：Ⅱ期線 道路中心線

：Ⅱ期線 左壁高欄外側 

 凡 例

事務所名

施工会社名

設計会社名

縮      尺

図面の種類

図示 図面番号 /

株式会社 建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　東北支社

常磐自動車道

いわき工事事務所

馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

宇多川橋 上部工架設要領図(参考図)

平　面　図 S=1:500

側　面　図 S=1:500

31.8m 40.9m22.7m

45.153.9

48.358.4

50.062.0

56.9

63.5

71.3

12.0

11.0

10.0

30.635.0

34.740.9

32.6

38.7

18.0

16.0

14.0 39.646.646.5

(A性能:アウトリガー最大張出し 9.2m)

（単位：ton）

20.0

22.0

24.0

30.0

-

27.2

24.4

-

25.9

27.7

主ブーム定格総荷重表

200t吊りトラッククレーン

※▲は地質調査位置を示す。

31.8m 40.9m22.7m

21.527.1

23.329.7

25.532.6

27.9

31.5

35.8

12.0

11.0

10.0

14.216.3

16.119.7

14.3

17.8

18.0

16.0

14.0 18.523.022.1

(A性能:アウトリガー最大張出し 9.2m)

（単位：ton）

20.0

22.0

24.0

13.6

9.4

12.7

11.4

10.2

11.3

11.5

主ブーム定格総荷重表

120t吊りトラッククレーン
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10650

445 9760 445

2.5%2.5%

断面図 S=1:150

G

G

G

G

G

G

支

E　山岸線18-A

止

反

反

9
8
5
0

5300

10500

4
6
0

4
6
1

KⅡ-R4-1

KⅡ-R4-2

KⅡ-R4-3 KⅡ-R4-4

B1-S11-NO.16

K1-H13-11

B1-S11-NO.17

9
8
5
0

650
0

9
50
0

800
0

8
00
0

14.014

19.50

18.557

至　

南相馬IC

G

G

G

G

反

 線

 線

アンカー式土留

アンカー式土留

A1
A2

700

700

支間長　36200(CL上)

ST
A.
46
0+
10
.0
00

借地予定地

G

G

支

E　山岸線18-A

止

反

▽
計
画
H
.W
.L
線

▽
現
況
H
.
W
.
L
線

▽
計
画
H
.W
.L
線

▽
現
況
H.W.L線

P1
P2

700

700

支間長　48200(CL上)

桁長　124100(CL上)

鋼3径間連続2主鈑桁橋　橋長　125500(CL上)

支間長　38300(CL上)

ST
A.
46
1+
35
.5
00

ST
A.
46
0+
47
.6
00

ST
A.
46
0+
95
.8
00

鞘管

吊足場

(標準型側面)①

吊足場

(防護型側面)①

吊足場

(標準型側面)②

平面図 S=1:500

宇多川橋　足場設置範囲・足場構造図(参考図)

／

事務所名

施工会社名

設計会社名

縮      尺

図面の種類

図面番号 /

東日本高速道路株式会社　東北支社

常磐自動車道

いわき工事事務所

馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

宇多川橋

足場設置範囲・足場構造図（参考図）

図示

項目

吊足場

種別

防護型側面

標準型側面

番号 単位 延長

①

①+②

ｍ

ｍ

22.9

102.6

数量表
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φ130mm

2-M10(貫通)

六角穴付き止めネジ

定着部最大径

Tr130

A

A

B

B

M16

150

40

φ
1
6

2486

ケ－ブル断面図（A-A）

（ ）内は、オーバーラップ管を示す。

ケ－ブル端部詳細図 ケーブルの仕様

G3200kN

引張荷重

降伏荷重

公称断面積

構　　成

呼　　称

2709kN

3157kN

1705.9mm2

7S19.3G

3 定着ナット

M16 (めねじ)

12 ホールインアンカー

2-水抜き孔t=1.6mm

φ
2
1
.
5

60

φ
1
6
5

700

VU150

定着ナット

ポリエチレン管

亜鉛めっきＰＣ鋼より線

アンカー

キャップ

コンプレッショングリップ

Tr130

4-φ20

ポリエチレン管

亜鉛めっきPC鋼より線

φ19.3mm

φ150

4-φ20

4-φ10

8-φ20

4-M16

ホールインアンカー（めねじ）

8-M16  　　　　　　　　　　

ホールインアンカー（おねじ）

B - B

13

M16 (おねじ)

コーキング

φ
1
6

125

S=1:20

φ
9
5

(
φ

1
1
4
)

φ
8
5

(
φ

1
0
2
)

M16

S=1:6

S=1:20

S=1:6

ホールインアンカー S=1:6

下部工側 上部工側

φ
9
5

110
36
50

ケーブル全長 3302

165

361 緩衝材間隔 2300 641

φ
2
6
7
.
4

φ
2
8
0

50 110 165
36

280

φ
1
1
4

（ねじ部）

＝170

30 30110

135

110

C1

C1

φ207

425

365

4
2
5

3
6
5

630

φ
2
8
0

3
6
5

4
2
5

365

425

3.2

9 Ｂ型カバー

8 Ａ型カバー

10 偏向ダクト 11 シース

8 3 5 42 6 7 11101 9

6 緩　衝　材

1種ナット,3種ナット,ワッシャー各１個付

75

4 スプリング

支  圧  板

落橋防止ケーブル（G3200kN）

注記）

１．スプリングの取付長は設計基準温度時の値とする。

２．ケーブルは、現地実測後製作すること。

φ254

PCDφ240

φ
2
2
4

（
外

径
）

200 100

300

φ
1
5
4

（
外

径
）

460

φ
2
6
7
.
4

314 140

6
6

6

6

4
5
5

455

6

580

5
8
0

2
6
0

2
6
0

260 260

13 12

3
6
5

365
2
6
0

2
6
0

260 260

36

φ150

4-φ20

425

365

4
2
5

3
6
5

50

φ267.4×314,146

φ280×630

取付長=280

G3200kN,全長3302

φ130×170

VU150

φ16×150(M16)

M16

アンカー 個

本

個

個

個

個

個

本ケーブル

緩衝材  

支圧板

スプリング

定着ナット  個

B型カバー

A型カバー

本定着部取付ボルト

個偏向ダクト(上部工側)

ホールインアンカー

2

8

1

1

2

2

2

1

8

1

1

φ254×300

425×50×425

425×36×425

φ207×110 

項    目 規格 ･ 寸法 単位 数量 摘      要

3

2

5

4

7

6

8

10

9

12

13

11

7S19.3G(亜鉛めっきPC鋼より線）,16.2kg/m

SWRCH相当品,めねじ,溶融亜鉛めっき(HDZT49)

ポリエチレン

SPHC,SS400,溶融亜鉛めっき(HDZT49)

SGP250A,SS400,溶融亜鉛めっき(HDZT77)

SWRCH相当品,溶融亜鉛めっき(HDZT49)

クロロプレンゴム　硬度(55±5ﾟ)

SS400, 溶融亜鉛めっき(HDZT77)

SWOSC-B,SUP9,もしくは相当品,ポリエステル粉体塗装

S45CN,溶融亜鉛めっき(HDZT49),止めネジ付

S45CN,溶融亜鉛めっき(HDZT49)(ケーブルに組込)

ホールインアンカー M16 本 8 SWRCH相当品,おねじ,溶融亜鉛めっき(HDZT49)

材　料　表（落橋防止構造1組当たり） 全2組（2組/橋台）

定着部取付ボルト S=1:6

馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

かやぐらばし 落橋防止構造(参考図)

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

落橋防止構造(参考図)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

縮尺 1:30

シース(上部工側) 本 1φ165×700

φ
1
6
2

φ
2
5
0

φ14

280

(取付長)

4-M16

ホールインアンカー（めねじ）

C - C

3
6
5

365

C

C

700 800 800

コンクリート面に合わせて切断

（上部工側)

1

用心鉄筋
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UW 300×
H 300
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g

g

g

g

g

Co
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UW270×H250

Co

Co

g

As

g

g

UW400×H200
HPφ300

U W30 0×
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UW300× H300

Co Co
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Co

g

As
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UW3 00×
H 200UW30

0×H200

HPφ
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　飲み口不明

UW3
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H20
0

g

E 初野18
L14L3R7

T 初野線18

T 初野線36南6
E 初野18
L14
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UW300×H270
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UW6
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H45
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24
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g

UW
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50

g

g
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UW6
00×
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Co
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U
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H
20 0

BOX

UW300×H200

UW300×H200

U
W
3
0
0
×

H
300

U
W
3
0
0
×

H
300

55

60

常磐自動車道

至 亘理

常磐自動車道
至 三郷

反

反

反

UW300×H300

土側溝

反

61.39

59.33

59.30

59.22

58.78

59.64

59.19

54.26

53.51

52.88
52.24

50.98

50.95

50.62
50.50

50.66

50.60

50.65

50.74

50.14 49.0449.01 47.81
48.02

48.27

49.81

48.55

48.92

48.4048.67

48.8448.89

50.83

49.56

51.17
51.17

53.04
52.59

51.19

52.23

58.13

62.15 62.07

59.34

59.28

50.69

48.51

63.92 64.19

63.5863.23

63.53
63.16

62.94

62.79
62.83

63.50

63.36

56.83

57.32

57.03

56.87 56.83
56.79

56.92

56.82

51.50

51.45
51.77

59.01

55.14

52.11

51.96

51.71

51.00

50.09

50.70

52.67

49.71
48.02

49.70

51.98

47.68

47.40

49.67

50.98

50.65

50.44

47.79

48.85

46.48

47.0345.86

46.27

48.66

45.50
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47.98 45.75

45.05

49.37

49.05

49.01
49.05
48.87

48.95

52.87

52.19

48.94
47.65

47.63

47.61
47.40 50.13

51.72

53.09
52.56

52.44

51.10

50.70 51.07

48.6948.96

48.8649.00

49.03

48.81

61.19

59.73

50.53

50.09

47.53

47.53

49.16

48.84

46.92

45.9245.48

46.21

49.06

52.31

63.63
63.67

63.30

62.41

63.2563.28

63.52

63.47 63.64

60.30 60.45

61.38

S
T
A
.
4
99
+ 8
0

S
T
A
.
5
0 0
+0
0

S
T
A
.
5
0 0
+2
0

S
T
A
.
5
00
+4
0

S
T
A
.
5
00
+6
0

S
T
A
.
5
00
+8
0

S
T
A
.
5
01
+0
0

S
T
A
.
5
01
+2
0

R4-037

R4-038

R4-039

R4-040

50.36

50.43

48.20

62.903

51.844

49.003

61.545

499+80R3.0

500+60R6.0

501+20R3.0

反

反

反

ジャカゴ
かやぐら橋

A1
P1

法
定
外
路
線 広

域
農
道

市
道 

中
部

３
５

３
号

線

5
7
5
0

1
3
6
0

1
0
7
0
0

道路CL

A2

2200

160t吊トラッククレーン

160t吊トラッククレーン

200t吊トラッククレーン

施工ヤード

作
業
半
径
　
R=16.0m

作業半径　R=20.0m

160t吊トラッククレーン

地組桁

地組桁

地組桁

作
業
半
径
　
R=12.0m

作
業
半
径
　
R=14.0m

41000

1
16
00

1
34
00

ST
A.
50
0+
 2
.0
00

ST
A.
50
1+
 6
.0
00

40.000

50.000

橋　長　104000

支間長　50800 支間長　50800

60.000

広域農道

法定外路線

ST
A.
50
0+
54
.0
00

1200

推定支持層線

1200

19118 27683

① ② ③ ④

架設ブロック長

架設ブロック重量

架設順序

A1
橋
台

P1
橋
脚

A2
橋
台

160t吊トラッククレーン

160t吊トラッククレーン

200t吊トラッククレーン

ベント

1
19
00

27679 28519

G1:26.3t G2:26.4t G1:35.0t G2:35.1t G1:18.7t G2:18.8t G1:26.3t G2:26.3t

ベント

1
06
00

1
09
00

160t吊トラッククレーン
ベント

夜間施工

作業半径

（m）

ブーム長（m）

31.8 40.9

46.6

40.9

35.0

39.6

34.7

ﾌｯｸの種類

ﾌｯｸの重量

80t

1360kg

22.7

53.9 45.1

58.4 48.3

(200t吊トラッククレーン）

62.0 50.010.0

11.0

12.0

14.0

16.0

アウトリガ最大張出(8.8m)

定格荷重表

18.0

20.0

22.0

30.0

25.9

30.6

27.2

24.4

46.5

38.7

32.6

56.9

63.5

71.3

27.7

160t吊トラッククレーン
ベント

作業半径

（m）

ブーム長（m）

31.8 40.9

32.2

27.8

24.4

28.2

25.0

22.7

37.9 32.1

41.4 34.6

(160t吊トラッククレーン）

45.5 37.310.0

11.0

12.0

14.0

16.0

アウトリガ最大張出(8.8m)

定格荷重表

18.0

20.0

22.0

21.4

18.9

21.9

19.2

17.0

37.1

31.9

27.8

43.7

47.8

52.6

19.5

馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

かやぐらばし　上部工架設要領図(参考図)
側　面　図 S=1:600

平　面　図 S=1:600

常 磐 自 動 車 道

かやぐらばし

上部工架設要領図(参考図)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

至　新地IC至　相馬IC

断　面　図 S=1:600

※▲は地質調査位置を示す。
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断面図 S=1:150
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吊足場

(標準型側面)①

吊足場

(標準型側面)②

吊足場

(防護型側面)①

平面図 S=1:150

／

事務所名

施工会社名

設計会社名

縮      尺

図面の種類

図面番号 /

東日本高速道路株式会社　東北支社

常磐自動車道

いわき工事事務所

馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

かやぐらばし

足場設置範囲・足場構造図（参考図）

図示

かやぐらばし　足場設置範囲・足場構造図(参考図)

項目

吊足場

種別

防護型側面

標準型側面

番号 単位 延長

①

①+②

ｍ

ｍ

16.5

87.5

数量表
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路肩

中分

土工部

中分

土工部

路肩

既設管路図（1）
264.5kp～265.3kp

:既設

 凡例 1 既設管路

光幹線ケーブル　　　幹線

メタル幹線ケーブル　幹線

48SM-TP-PE VE42

CCP-AP0.65-50P VE54

2 既設管路

VVR3.5-2C非常電話・可変式速度規制標識 電源 FP30

※「264.565 kp 多田線 54A」より給電

3 既設管路

4 既設管路

非常電話電源（下り）

2.580% 0.560%

2.
5%

2.
0%

2
.5
00
%

4
5 4

4
55

4
56

4
57

4
58

4
59

4
60 4
61 4
62

ET-A-1 

ET-A-1   

非常電話（下り265）

CF-ST1   

非常電話（上り265）

多田線 54Aより受電

50

可変式速度規制標識(相馬 2-1)中間機POLE-A1   

EA-C1    

ED       

EL-C2    

ED     　 

ED     　

264.565 kp

264.713 kp264.708 kp

264.884kp

CD-ST1

265.039kp

CD-ST1

AL2型道路情報板

265.005kp

265.064kp

PB-A3
FH50
FH40

EE-C2
STA 460+0.5

EE-C2

50

265.201kp

EC-C2
EC-C2
265.235kp

EC-C2

265.223 kp

STA 461+60.0

CD-ST1

50

50

ED

ED

ED

宇多川橋（下り線）L=-109.60m

S
TA
.4
60
+1
8.
20
0

S
TA

.4
61

+2
7.

80
0

1 1 1 1 12

4 3

6

可変式速度規制標識電源（相馬2-1）

可変式速度規制標識通信（相馬2-1） CCP-AP0.65-20P

VVR3.5-2C FP30

FP40

可変式速度規制標識通信（相馬2-1） CCP-AP0.65-20P

VVR3.5-2C FP30

FP40

6

7 既設管路

5 既設管路

非常電話電源（上り） VVR3.5-2C

非常電話通信（下り） CCP-AP0.65-20P VE28

VE28

5

非常電話電源（上り） VVR3.5-2C

非常電話通信（上り） CCP-AP0.65-20P PS25

PS25

予備 ---C--- PS25

トラカン通信（下り） 8SM-TP-PE

情報板電源　（下り） VVR14sq-3C FP30

FP30

情報板通信　（下り） 16SM-TP-PE FP30

既設管路

7 7
8

8 既設管路

トラカン電源（下り） CV3.5sq-2C

トラカン通信（下り） 8SM-TP-PE
FP30

FP30

トラカン通信（上り） STP0.5-4P

9

9

10 既設管路

PS50

PS50

PS50

既設管路

情報板電源　（下り） VVR14sq-3C

情報板通信　（下り） 16SM-TP-PE

トラカン通信（上り） STP0.5-4P

10

トラカン電源（下り） CV3.5sq-2C

トラカン通信（下り） STP0.5-4P FP30

FP30

11 12 11

11 既設管路

SC40

SC50情報板電源　（下り） VVR14sq-3C

情報板通信　（下り） 16SM-TP-PE

12 既設管路

VE42

VE54情報板電源　（下り） VVR14sq-3C

情報板通信　（下り） 16SM-TP-PE

13 既設管路

FP30

FP40情報板電源　（下り） VVR14sq-3C

情報板通信　（下り） 16SM-TP-PE

13 14

14 既設管路

FP30

FP40情報板電源　（下り） VVR14sq-3C

情報板通信　（下り） 16SM-TP-PE

可変式速度規制標識電源（相馬1-1）

可変式速度規制標識通信（相馬1-1） CCP-AP0.65-20P

VVR3.5-2C FP30

FP40

15

15 既設管路

可変式速度規制標識電源（相馬1-1）

可変式速度規制標識通信（相馬1-1） CCP-AP0.65-20P FP40

VVR3.5-2C FP30

４車線事業工事範囲（上り線）

上下線

将来
下り線

将来
上り線

／

事務所名

施工会社名

設計会社名

縮      尺

図面の種類

図面番号 /

株式会社ネクスコ・エンジニアリング東北 

東日本高速道路株式会社　東北支社

常磐自動車道

いわき工事事務所

馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

既設管路図（1）

1:2500

31

32

45
3

265.230 kp

可変式速度規制標識(相馬 1-1)境界機

265.050kp(下り) 

ﾚｰﾀﾞ式車両検知器 

ﾒﾃﾞｨｱｺﾝﾊﾞｰﾀ,L2-SW 搭載

基礎(土工盛土部) 

接地極(ED種) 

265.050kp(上り) 

ﾚｰﾀﾞ式車両検知器 

基礎(土工盛土部) 

接地極(ED種) 

A

A

15　 　   36



 
46
7

 
46
7

 
46
7

 
46
7

 
46
6

D

C
2'

C2

C1'

S'

E

C1 ZBZA

 
E
P

 
4

A'

R=90

R=6.25

R
=
4
0

EP

N
O
.2

NO
.3

N
O.

4

NO
.5 NO.6

NO.7

EC.2

E C
.1

 1

 1

 2

 1

 BC1
 BC1-0

 BP

 3

 
2

 1

 0

料
金
所

電気室

駐
車
場

（
お

客
様

5
台

+
職
員
3台

）

（
身

障
者
用
）

内

内

2-4
R

2-8
S

2-7
R

2-6
T

2-5
S

50

50

1-9
S

1-8
S

1-2
T

1-4
R

1-3
T

内

1-6
T

1-5
S

1-7
R

P.B

2-2
T

2-3
S2-1

R

1-10
R

1-11
S

EE-C2

EE-C2

B 1+00

EE-C2

EE-C2

B 1+00

EE-C2

EE-C2

B 2+20
EE-C2

B 3+51

EE-C2

STA 466+85

CF-ST1
EE-C2

STA 467+75

CF-ST1

B 2+43

1
2

3

4
61

4
62

4
63

4

6

3

D' 5

4

4
64

4
65

2
6
5
.
2
kp

S
T
A
4
6
1
+
3
7
.3
2

2
6
5
.
5
kp

2
6
5
.
4
kp

2
6
5
.
3
kp

2
6
5
.
6
kp

26
5.

7k
p

26
5.

8k
p

1-1
R

4
7
0

4
6
9

4
6
8

26
6.

9k
p

ST
A4

68
+3

7.
32

2
6
7
.
0
kp

2
6
7
.
1
kp

EA-RC1

STA468+25
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宇多川橋(下り線)

PB

TC
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2
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6 .
0
kp

26
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EL-C2

EA-RC1

STA 465+85

内

CD-ST1

CD-ST1

ZB 74

CD-ST1

CD-ST1

A 60

CD-ST1

265.440 kp

CF-ST1

CD-SD1

CD-ST1

265.223 kp

PB

265.195 kp

PB

STA 460+01.4

CD-ST1

265.039 kp
CF-ST1

CF-ST1

265.533kp

非電 常磐下

265.465 kp

CD-ST1

CD-ST1

266.058kp

CD-SD1

CD-ST1

265.558kp

CD-ST1

D 2+12.9

PB

PB

CD-ST1

非電 常磐上

265.561 kp

ET-C

ET-A

EE-C2

STA 463+49

265.783kp

可変式速度規制標識(境界機）

追越禁止標識共架

新地　2-5

S
T
A
.
4
61
+
2
7
.
8
00

266.186kp
AL2型道路情報板へ

／

事務所名

施工会社名

設計会社名

縮      尺

図面の種類

図面番号 /

株式会社ネクスコ・エンジニアリング東北 

東日本高速道路株式会社　東北支社

常磐自動車道

いわき工事事務所

馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

EE-C2
STA 464+00

EE-C2

EE-C2
STA 463+49

EE-C2

EC-C2
265.344kp

EC-C2
265.235kp

EC-C2
265.201kp

EE-C2
STA 460+0.5

EE-C2

265.230kp

可変式速度規制標識(境界機）

相馬 1-1

電気室から配線

記　号

電力用ハンドホ－ル

非常電話

可変式速度規制標識

内照標識

名　　　称

 凡　例 

S-12AB  LED(RP-150型) 

通信用ハンドホ－ル

内

分岐点用点滅灯

50

S-10AB  LED(RP-100型) 

S-12A  後方カット型 MT250C・LSAL2型道路情報板

265.005kp

既設管路図（2）

1:3000

既設管路図（2）
相馬ICランプ（通信線路系統）
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STA 465+85
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265.344kp

EC-C2

265.235kp

EC-C2
265.201kp

EE-C2
STA 460+0.5

EE-C2

内

CD-ST1

CD-ST1

ZB 74

CD-ST1

CD-ST1

A 60

CD-ST1

265.440 kp

CF-ST1

CD-SD1

CD-ST1

265.223 kp

PB

265.195 kp

PB

STA 460+01.4

CD-ST1

265.039 kp

CF-ST1

CF-ST1

265.533kp

非電 常磐下り-266-A

265.465 kp

CD-ST1

CD-ST1

266.058kp

CD-SD1

CD-ST1

265.558kp

CD-ST1

D 2+12.9

PB

PB

CD-ST1

非電 常磐上り-266-A

265.561 kp

ET-C

ET-A

EE-C2

STA 463+49

265.783kp

可変式速度規制標識(境界機）

追越禁止標識共架

265.230kp

可変式速度規制標識(境界機）

新地　2-5

相馬 1-1

S
T
A
.
4
61
+
2
7
.
8
00

266.186kp
AL2型道路情報板へ

／

事務所名

施工会社名

設計会社名

縮      尺

図面の種類

図面番号 /

株式会社ネクスコ・エンジニアリング東北 

東日本高速道路株式会社　東北支社

常磐自動車道

いわき工事事務所

馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

記　号

電力用ハンドホ－ル

非常電話

可変式速度規制標識

内照標識

名　　　称

 凡　例 

S-12AB  LED(RP-150型) 

通信用ハンドホ－ル

内

分岐点用点滅灯

50

S-10AB  LED(RP-100型) 

S-12A  後方カット型 MT250C・LS

EE-C2

既設管路図（3）

1:3000

既設管路図（3）
相馬ICランプ（電源線路系統）
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路肩

中分

土工部

中分

土工部

路肩

:既設

 凡例 

1 既設管路

光幹線ケーブル　　　幹線

メタル幹線ケーブル　幹線

48SM-TP-PE

CCP-AP0.65-30P

VE42

VE54

2 既設管路

3 既設管路

非常電話電源（上り） CV3.5sq-2C,IV3.5

非常電話通信（下り） CCP-AP0.65-30P

4 既設管路

非常電話・可変式速度規制標識 電源 CV3.5sq-2C,IV3.5 FP30

5 既設管路

CV3.5sq-2C,IV3.5

CCP-AP0.65-10P

可変式速度規制標識電源（新地 1-5）

可変式速度規制標識通信（新地 1-5）

FP30

FP30

8 既設管路

トラカン電源（下り） VVR3.5sq-2C,IV3.5sq FP30

6 既設管路既設管路

情報板電源（上りAL2型） VVR 14sq-3C FP30

情報板通信（上りAL2型） 16SM-TP-PE FP30

→

4
70

4
71

4
72 4
73

4
7 4

4
75

4
76

4
70

4
77

4
78

A

5050

266.368kp

266.368kp

266.670kp

CD-ST1

29

栗津線

POLE-A-1

266.368kp

TC

TC

ED

50

1 1 1

2

EA-RC1

3

VE28

VE42

非常電話通信（上り） CCP-AP0.65-20P VE42

非常電話電源（上り） CV3.5sq-2C,IV3.5 PS25

PS40

4

非常電話通信（上り） CCP-AP0.65-20P

5
6 7

7 既設管路

トラカン通信（下り） 8SM-TP-PE FP30

情報板電源（上りAL2型） VVR 14sq-3C FP30

情報板通信（上りAL2型） 16SM-TP-PE FP30

8

トラカン通信（下り） 8SM-TP-PE FP30

1 既設管路

光幹線ケーブル　　　幹線

メタル幹線ケーブル　幹線

48SM-TP-PE

CCP-AP0.65-30P

VE42

VE54

上下線

将来
下り線

将来
上り線

／

事務所名

施工会社名

設計会社名

縮      尺

図面の種類

図面番号 /

株式会社ネクスコ・エンジニアリング東北 

東日本高速道路株式会社　東北支社

常磐自動車道

いわき工事事務所

馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

AL2型道路情報板

266.186kp

--C--空き管路 PS25

266.358kp

可変式速度規制標識(新地 1-5)中間機

非常電話 常磐下り-266-B

ET-A

CF-ST1

非常電話 常磐上り-266-B

ET-A

266.177kp

ループ式車両検知器

制御盤

EB-C2

266.181kp

A

C-BOX 相馬2

266.213kp

既設管路図（4）
266.1kp～266.9kp

既設管路図（4）

1:2500
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路肩

中分

土工部

中分

土工部

路肩

既設管路図（5）
266.9kp～267.7kp

:既設

 凡例 

4
79

4
80 4
81

4
82

4
83

4
84

4
85 2.550%

2.300%

クレスト（STA.485+80.619）

4
86

4
78

50

POLE-A-1

267.203kp

[F4]

267.391kp

CF-ST1

非常電話 常磐下り-267

ET-A

長谷堂41

267.263kp

CD-ST1

267.282kp

267.263kp

EA-RC1

(土留壁)

267.223kp

P.BOX

267.496kp
267.501kp

CD-ST1

267.596kp

CD-ST1

266.971kp

CD-ST1
 可変式速度規制標識(新地 2-4)中間機

 267.283kp

 追越禁止標識共架

ED

5

4

3

1 1 2 2 2 1 1

1 既設管路

光幹線ケーブル　　　幹線

メタル幹線ケーブル　幹線

48SM-TP-PE

CCP-AP0.65-30P

VE42

VE54

3 既設管路

4 既設管路

非常電話・可変式速度規制標識 電源 CV3.5sq-2C,IV3.5 FP30

6 既設管路

CV3.5sq-2C,IV3.5

CCP-AP0.65-10P

可変式速度規制標識電源（新地 2-4）

可変式速度規制標識通信（新地 2-4）

FP30

FP30

非常電話電源（常磐下り-267） CV3.5sq-2C,IV3.5 PS25

PS40非常電話通信（常磐上り-267） CCP-AP0.65-20P

2 既設管路

光幹線ケーブル　　　幹線

メタル幹線ケーブル　幹線

48SM-TP-PE

CCP-AP0.65-30P

VE42

VE54

馬藩沢橋（下り線）L=-191.00m

S
T A
. 4
8 2
+3
3.
00
0

S
T A

.4
84

+ 2
4.

0 0
0

50

6

既設管路

非常電話電源（常磐下り-267） CV3.5sq-2C,IV3.5

非常電話電源（常磐下り-267） CCP-AP0.65-30P

VE28

VE42

非常電話通信（常磐上り-267） CCP-AP0.65-20P VE42

5

上下線

将来
下り線

将来
上り線

既設管路図（5）

1:2500

ST
A.
48
1+
0.
00
 L
R

石
ホ
ロ
橋

kp
.2
67
.1
63

／

事務所名

施工会社名

設計会社名

縮      尺

図面の種類

図面番号 /

株式会社ネクスコ・エンジニアリング東北 

東日本高速道路株式会社　東北支社

常磐自動車道

いわき工事事務所

馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

非常電話 常磐上り-267

ET-A
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路肩

中分

土工部

中分

土工部

路肩

0
. 0
%

2.
5%

2.
5%4
8 6

4
8 7

4
8 8

4
8 9

4
90

4
91 4
92

4
93

2.300%
1.166%

3.
0%

4
94

267.920kp

CD-ST1

P.BOX P.BOX

267.671kp 267.703kp

267.715kp

CD-ST1

268.243kp

非常電話 常磐下り-268

POLE-A-1

268.223kp

1西14東7

小野線

EA-RC1

268.458kp

CD-ST1

信田橋（下り線）L=-36.20m

S
TA
. 4
8 6
+0
7.
6 0
0

S
TA
. 4
86
+ 4
3 .
8 0
0

50

50

5

6

2 1 1 1 1 13

4

1 既設管路

光幹線ケーブル　　　幹線

メタル幹線ケーブル　幹線

48SM-TP-PE

CCP-AP0.65-30P

VE42

VE54

2 既設管路

光幹線ケーブル　　　幹線

メタル幹線ケーブル　幹線

48SM-TP-PE

CCP-AP0.65-30P

VE42

VE54

3 既設管路

4 既設管路

非常電話電源（常磐上り-268） CV3.5sq-2C,IV3.5

非常電話通信（常磐下り-268） CCP-AP0.65-30P

5 既設管路

非常電話・可変式速度規制標識 電源 CV3.5sq-2C,IV3.5 FP30

6 既設管路

CV3.5sq-2C,IV3.5

CCP-AP0.65-10P

可変式速度規制標識電源（新地 1-4）

可変式速度規制標識通信（新地 1-4）

FP30

FP30

VE28

VE42

非常電話通信（常磐上り-268） CCP-AP0.65-20P VE42

CV3.5sq-2C,IV3.5 PS25

PS40CCP-AP0.65-20P

3

CD-ST1

267.663kp

上下線

将来
下り線

将来
上り線

／

事務所名

施工会社名

設計会社名

縮      尺

図面の種類

図面番号 /

株式会社ネクスコ・エンジニアリング東北 

東日本高速道路株式会社　東北支社

常磐自動車道

いわき工事事務所

馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

ET-A

CF-ST1

268.243kp

非常電話 常磐上り-268

ET-A

268.233kp

可変式速度規制標識(新地 1-4)中間機

追越禁止標識共架

非常電話電源（常磐上り-268）

非常電話通信（常磐上り-268）

C-BOX 相馬5

268.101kp

既設管路図（6）

1:2500

既設管路図（6）
267.7kp～268.5kp
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路肩

中分

土工部

中分

土工部

路肩

既設管路図（7）
268.4kp～269.3kp

3
.
0%

サグ（STA.494+58.158）

4
94

4
95

4
96

4
97 4
98

4
99

5
00

5
01

CD-ST1

268.566kp

CD-ST1

268.890kp

CD-ST1
P.BOX

268.508kp

269.213kp

CD-ST1

CF-ST1

非常電話 常磐下り-269

本体,支柱 

ET-A

P.BOX

269.056kp

P.BOX

269.166kp

50

36南7

初野線

POLE-A-1

CD-ST1

269.171kp

269.171kp

EA-RC1

かやぐらばし（小泉川橋）（下り線）L=-93.70m

S
TA
.5
00
+0
0.
70
0

S
TA
.5
00
+9
4.
40
0

268.503kp

269.051kp

黒木橋（下り線）L=-26.90m

S
TA

.4
94

+0
6.

70
0

S
TA

.4
94

+3
3.

60
0

50

5

6

3

3

2 21 1 1 1

1

4

P.BOX

268.463kp

CD-ST1

268.458kp

上下線

将来
下り線

将来
上り線

既設管路図（7）

1:2500

／

事務所名

施工会社名

設計会社名

縮      尺

図面の種類

図面番号 /

株式会社ネクスコ・エンジニアリング東北 

東日本高速道路株式会社　東北支社

常磐自動車道

いわき工事事務所

馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

ET-A

非常電話 常磐上り-269

269.213kp

光幹線ケーブル　　　幹線

メタル幹線ケーブル　幹線

48SM-TP-PE

CCP-AP0.65-30P

VE42

VE54

2 既設管路

光幹線ケーブル　　　幹線

メタル幹線ケーブル　幹線

48SM-TP-PE

CCP-AP0.65-30P

VE42

VE54

3 既設管路

4 既設管路

非常電話電源（常磐上り-269） CV3.5sq-2C,IV3.5

非常電話通信（常磐下り-269） CCP-AP0.65-30P

5 既設管路

非常電話・可変式速度規制標識 電源 CV3.5sq-2C,IV3.5 FP30

6 既設管路

CV3.5sq-2C,IV3.5

CCP-AP0.65-10P

可変式速度規制標識電源（新地 2-3）

可変式速度規制標識通信（新地 2-3）

FP30

FP30

VE28

VE42

非常電話通信（常磐上り-269） CCP-AP0.65-20P VE42

非常電話電源（常磐上り-269） CV3.5sq-2C,IV3.5 PS25

PS40非常電話通信（常磐上り-269） CCP-AP0.65-20P

1 既設管路

 配管配線表 

:既設

 凡例 

269.223kp

可変式速度規制標識(新地 2-3)中間機

追越禁止標識共架

5
02

269.285kp

C-BOX 相馬 7
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19.419.4

南相馬47BOX

UW500×
H500

UW500×
H500

UW1000×
H1500

UW400×
H400

UW300×H200
UW300×H200

UW300×H200

g

g

g

UW300×H200

庭 木

庭 木

庭 木庭 木
庭 木

庭 木

庭 木

庭 木

G

UW3 00×
H580 ～

670

HPφ150

HPφ
150

T　山岸22

T　山岸21-1

E　山岸線20

UW 35 0×
H300

UW350×
H300

UW300×
H200

UW3
00×

H20
0

UW
25
0×

H1
80

UW300×
H200

UW300×H200

T　山岸線21

E　山岸線20-A

T　相馬山上落合1

HPφ
150

ふき流し

警 標

反

反

4
6
2

NO.5

NO.4

NO.3

NO.2

NO.1

EP  

BP

　

P (Po-B)･φ0.20-18.0

A A'

27.5

図面番号

事務所名

施工会社名

縮　尺

図面の種類

 

常磐自動車道

東日本高速道路株式会社  東北支社

い わ き 工 事 事 務 所

設計会社名

図　示

馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

 

工事用道路2 一般図

工 事 用 道 路 2 一 般 図
標準横断図

数 量 表（土工工事施工）
種　別 項　目 備　考単位 数　量

平　面　図 S=1:1,000

S=1:200

土工 盛土 m3

Const,Rd(So)-2-4.00-107.04

500 500

500 4000 500

1:1000

1
:
1
0
00

DL=10.000

20.000

30.000

N
O
.2

N
O
.3

N
O
.4

N
O
.5

縦　断　図 H=1:1,000
V=1:1,000

N
O
.0

N
O
.1

計画高

測　 点

地盤高

単距離

曲線長

勾
  
配

測
 
 点

勾
  配

半  径

交
点
高

曲  線

2
0
.
0
00

2
0
.
0
00

2
0
.
0
00

2
0
.
0
00

0
.
0
00

2
0
.
0
00

2
2
.
11

2
4
.
21

2
6
.
67

2
8
.
77

1
8
.
61

2
0
.
01

2
2
.
31

2
4
.
41

2
6
.
87

2
8
.
97

1
8
.
81

2
0
.
21

6.
00
0%

10
.0
00
%

10
.0
00
%

12
.0
00
%

10
.0
00
%

E
P
  

7
.
0
45

2
9
.
14

2
9
.
34

5.
00
0%

工事用道路工 P (Po-B)･φ0.20 18.0m 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(ｼﾝｸﾞﾙ管)

A-A'

単位 数　量断面積

m2 9.1

RC-40

6.990%

A`A

9.692

1:2.9(1:1.5)

1:2
.9(

1:1
.5)

7.753

6.990%

A-A'断面

盛土(RC-40)
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工 事 用 道 路 4 一 般 図
Const,Rd-4-33.00

図面番号

事務所名

施工会社名

縮　尺

図面の種類

株式会社 横浜コンサルティングセンター

常磐自動車道

東日本高速道路株式会社  東北支社

い わ き 工 事 事 務 所

設計会社名

図　示

馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

工事用道路4 一般図

平　面　図 S=1:1000

数 量 表（土工工事施工）

種　別 項　目 備　考単位 数　量

横　断　図 S=1:500

mP (Po-B)･φ0.20(設置・撤去) 31.9工事用道路工

m2切込砕石路盤工　t=20cm 329.5簡易舗装工 RC-40

高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管（ｼﾝｸﾞﾙ管）

表土剥ぎ取り工 m3 285.4 ※

※表土剥ぎ取りにおいて

表土（耕作土）t=300とその下の基盤について分けて掘削仮置くこと

5.567%  5.440%

+
1
7
.
0
0
0

+
5
0
.
0
0
0

A

B

A

B

15000

土砂・表土

仮置き場

6
0
00

1
5
0
00

4
0
00

2
5
0
00

4
7
1

4
7
2

敷鉄板-5×20×22-6(参考)

P (Po-B)･φ0.20-31.93

敷鉄板-5×20×22-6(参考)

切込砕石路盤工 A=329.5m2

至　馬藩沢橋A1橋台

A-A断面

DL=20.000

30.398

5000 500

21000

 2.000%

15000

B-B断面

DL=20.000

 2.000%

5000 500 15000500

市道中心

30.698

 2.000%

500

市道中心

21000

 2.000%

A-A

14.8

B-B

11.3

30.86130.561

表土剥ぎ取り t=30cm
切込砕石路盤工　  t=20cm

1524

(既設)Ds-Bf･0.300･0.200P (Po-B)･φ0.20

P (Po-B)･φ0.20断面図

敷鉄板-5×20×22(参考)

(1524×6096×22)
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図面番号

事務所名

施工会社名

縮　尺

図面の種類

株式会社 横浜コンサルティングセンター

常磐自動車道

東日本高速道路株式会社  東北支社

い わ き 工 事 事 務 所

設計会社名

図 示

馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

工事用道路5-1 一般図

工 事 用 道 路 5-1 一 般 図

縦　断　図 H=1:1,000

平　面　図 S=1:1,000

V=1:1,000

1:1000

1
:
1
0
00

DL=40.000

50.000

60.000

70.000

80.000

7
7
.
7
49

7
7
.
6
89

7
7
.
7
79

7
8
.
4
04

7
5
.
4
04

7
4
.
9
04

7
3
.
5
10i=0.400%

L=15.000

i=0.
300%

L=30
.000

i=2.
500%

L=25
.000

i=5.000%
L=60.000

i=2.000%
L=25.000

i=5.040%
L=27.658

7
7
.
7
49

7
7
.
7
09

7
7
.
7
78

7
8
.
1
54

7
7
.
9
04

7
6
.
9
04

7
5
.
9
04

7
5
.
2
04

7
4
.
6
42

7
3
.
6
47

7
7
.
75

7
7
.
73

7
7
.
82

7
8
.
11

7
7
.
86

7
6
.
94

7
5
.
93

7
5
.
24

7
4
.
61

7
3
.
51

2
0
.
0
00

2
0
.
0
00

2
0
.
0
00

2
.
6
58

N
O
.1

N
O
.2

N
O
.3

N
O
.4

N
O
.5

N
O
.6

N
O
.7

N
O
.8

N
O
.9

N
O
.
10

E
P
  

勾配

計画高

測　 点

地盤高

単距離

2
0
.
0
00

2
0
.
0
00

2
0
.
0
00

2
0
.
0
00

2
0
.
0
00

2
0
.
0
00

2
0
.
0
00

+
1
5
.
00
0

+
5
.
0
00

+
1
0
.
00
0

+
1
0
.
00
0

+
1
5
.
00
0

7
7
.
7
07

7
7
.
8
34

7
8
.
2
17

7
5
.
4
79

7
4
.
8
32

7
7
.
74

7
7
.
89

7
8
.
22

7
5
.
60

7
4
.
77

7
3
.
68

1/5
0

1/5
01/50

1/50

2
.
0%

2
.
0%

2
.
0%

片勾配
すり付け図

Const,Rd(So)-5-1-4.00-200.00

2
.
0%

0
.
0%

2
.
0%

0
.
0%

2
.
0%

N
O
.
4
+
1
6
.0
00

N
O
.
5
+
4
.0
00

7
8
.
64

0
.
0
00

N
O
.0

2
.
0%

2
.
0%

7
3
.
5
10

標準横断図

数 量 表（土工工事施工）

m3

種　別 項　目 備　考単位

切土　土砂

数　量

土　工

盛土 278.0

S=1:200

工事用道路工 Ev-B(P)

166.7

m3

簡易舗装工 切込砕石路盤工 t=20cm m2

 切込砕石路盤工  t=20cm

2.000%
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Ev-B(P)詳細図           S=1:40
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数 量 表（土工工事施工）
種　別 構造物掘削

0.63m3/10mEv-B(P)
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数 量 表（土工工事施工）

m3

種　別 項　目 備　考単位 数　量

土　工 切土　土砂 4555.5

盛土 m3 3060.7

m工事用道路工 Ev-B(P) 317.5

沈砂池A 箇所 1

m 10.5

Gr-C-4E m 135.4

mEv-C(P) 62.3

 流用土

Du-0.50･0.50

表土剥ぎ取り工 m3 198.6

加熱アスファルト表層工 (t=5cm) 991.6m2

切込砕石路盤工 (t=20cm) m2 1398.4簡易舗装工

t=30cm

RC-40

再生密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物(20)

塩化ビニールシート t=0.5mm

塩化ビニールシート t=0.5mm

塩化ビニールシート t=0.5mm

塩化ビニールシート t=0.5mm

1:
1.
01:1.0

500

Ev-B(P)詳細図           S=1:40

                   W=0.71m

354

沈砂池詳細図           S=1:40

塩化ビニールシート t=0.5mm

5
0
0

700

700

7
0
0

側面図

平面図

1:1.0

塩化ビニールシート

t=0.5mm W=1.3m

1000

300

Ev-C(P)詳細図           S=1:40

保護路肩部

工 事 用 道 路 5-2 一 般 図

図面番号

事務所名

施工会社名

縮　尺

図面の種類

株式会社 横浜コンサルティングセンター

常磐自動車道

東日本高速道路株式会社  東北支社

い わ き 工 事 事 務 所

設計会社名

図示

馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

市道中部365号～馬藩沢橋

工事用道路5-2一般図

市道中部365号～馬藩沢橋

縦断図 S=1:1000

平面図 S=1:1000 コントロールポイント※起点～NO.9はアスファルト舗装、NO.9～終点は砕石舗装
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数 量 表（土工工事施工）

m3

種　別 項　目 備　考単位 数　量

土　工 切土　土砂 1373.6

盛土 m3 240.7

耐候性大型土嚢設置 袋 30

 流用土

土木シート撤去工 m2 1182.1

表土剥ぎ取り工 m3 201.5

加熱アスファルト表層工 (t=5cm) 240.1m2

切込砕石路盤工 (t=20cm) m2 894.9簡易舗装工

 t=30cm

 RC-40

 再生密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物(20)
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切込砕石路盤工 t= 20cm 

切込砕石路盤工 t= 20cm 

1:1.5

大型土のう

44.318

工 事 用 道 路 5-2 一 般 図

図面番号

事務所名

施工会社名

縮　尺

図面の種類

株式会社 横浜コンサルティングセンター

東日本高速道路株式会社  東北支社

い わ き 工 事 事 務 所

設計会社名

図示

馬藩沢橋　橋脚部
縦断図 S=1:1000

平面図 S=1:1000

標準横断図 S=1:250

常磐自動車道
馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

工事用道路5-2一般図

馬潘沢橋橋脚部
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図面番号

事務所名

施工会社名

縮　尺

図面の種類

株式会社 横浜コンサルティングセンター

東日本高速道路株式会社  東北支社

い わ き 工 事 事 務 所

設計会社名

DL=40.00

2.000%

42.494

工事用車両転回場

DL=40.00

500

2750 2750

5500 500

6500 500

2.000%

42.494

500

2750 2750

5500 500

6500 500

工事用車両転回場

図　示

切込砕石路盤工 t=20cm

切込砕石路盤工 t=20cm

25000

18000

BNO.1
GH=42.34
PH=42.494

BNO.0
GH=41.95
PH=42.494

500

切 土 面 積 盛 土 面 積 の り 面 工

地 盤 高 計 画 高

切 盛 高土工施工高 m

mm

m

土 砂

土砂(表土)

計

m2

m2

m2

上部路床

下部路床

路　　体

m2

m2

m2

左

右

左

右

m

m

m

m

42.34 42.494

0.0

2.3

2.3

BNO.1

0.0

0.0

2.0

-

m2 m2

-

-
切　土

盛　土

切 土 面 積 盛 土 面 積 の り 面 工

地 盤 高 計 画 高

切 盛 高土工施工高 m

mm

m

土 砂

土砂(表土)

計

m2

m2

m2

上部路床

下部路床

路　　体

m2

m2

m2

左

右

左

右

m

m

m

m

41.95 42.494

0.0

2.3

2.3

BNO.0

0.0
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4.7

-

m2 m2

-

-
切　土

盛　土

500

M.L

M.L

工事用道路

工事用道路

m2

m2

8.5

19.5 m2

工事用車両転回場
土砂(表土)

BNO.0-10

BNO.0+00

BNO.1+00

BNO.1+07 19.5 m2

測　点 距　離

0.000
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20.000

7.000

m2

m2

2.9

6.9 m2

6.9 m2

14.34.7

路　　体

1:1.5

1:1.5

2.000%

2.000%

42.994

42.854

-

-

-

-

数 量 表（土工工事施工）

種　別 項　目 備　考単位 数　量

土　工 盛土 650.6

置換工　A m3 993.2

 流用土

土木シート設置工 m2 1013.1

表土剥ぎ取り工 m3 264.4

切込砕石路盤工 (t=20cm) m2 993.2簡易舗装工

 t=30cm

 RC-40

m3

地盤改良工  t=70cm

工事用道路工  発生土置場　敷設

表土剥ぎ取り工（t=30cm）

置換工 A（t=70cm）4
0
03
0
0

表土剥ぎ取り工（t=30cm）

置換工 A（t=70cm）3
0
0

4
0
0

4
83

NO.11

NO.12

B
NO

.1

EP  NO.12+03.503

B
NO

.0

工事用車両転回場

7000
1000020000

切込砕石路盤工(t=20cm)

発生土置場（参考）

表土置場（参考）

置換工　A（t=40cm）

A=993.2m2

A=810.0m2

A=203.1m2

4
83

NO.11

NO.12

B
NO

.1

EP  NO.12+03.503

B
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.0

工事用車両転回場

切込砕石路盤工(t=20cm)
置換工　A（t=40cm）

A=993.2m2

A=810.0m2

A=203.1m2

車両回転場

平面図 S=1:500 横断図 S=1:250

車両軌跡図 S=1:500 車両諸元：セミトレーラ連結車

工 事 用 道 路 5-2 詳 細 図

常磐自動車道
馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

工事用道路5-2詳細図

車両回転場
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工 事 用 道 路 9 一 般 図

縦　断　図
Const,Rd(So)-9-4.00-162.60

図面番号

事務所名

施工会社名

縮　尺

図面の種類

株式会社 横浜コンサルティングセンター

常磐自動車道

東日本高速道路株式会社  東北支社

い わ き 工 事 事 務 所

設計会社名

図　示

馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

工事用道路9 一般図
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板
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至　かやぐらばしA1橋台

標準横断図（斜路部） S=1:500

GH=58.02

STA.495+80

sA sA

57.883

3.000% 2.000%
5.00%

数 量 表（土工工事施工）

m3

種　別 項　目 備　考単位

切土　土砂

数　量

土　工

工事用道路工 土側溝･0.30･0.30 m 201.5

145.6

500 3000 500

2.00%

PH

56.975

切込砕石路盤工  t=20cm

500 4000 500

土側溝･0.30･0.30

土桝･1.20･1.20･0.45

簡易舗装工 切込砕石路盤工　　t=20cm m2 RC-401,076.1

盛土 m3 3,061.0

1:1.5

坂
路

箇所 1

流用土

DL=45.00

22.3

土側溝断面図 S=1:50

1:1.0 1:
1.
0

3
0
0

土側溝･0.30･0.30

300

900

塩化ビニールシート t=0.5mm
                   W=1.15m

424

1:1.0 1:
1.
0

塩化ビニールシート t=0.5mm

                   A=2.00m2

4
5
0

300

1200

土桝･1.20･1.20･0.45

1
5
0

既設側溝 Bf･0.450･0.295

数 量 表（土工工事施工）

種　別 構造物掘削

 1.8m3/10m土側溝・0.30・0.30

0.28m3/箇所土桝・1.20・1.20・0.45
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工 事 用 道 路 10 一 般 図 (1)

図面番号

事務所名

施工会社名

縮　尺

図面の種類

株式会社 横浜コンサルティングセンター

常磐自動車道

東日本高速道路株式会社  東北支社

い わ き 工 事 事 務 所

設計会社名

図　示

馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

工事用道路10 一般図(1)

Const,Rd(So)-10-4.00-460.00

数 量 表（土工工事施工）
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種　別 項　目 備　考単位
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縦 断 図 (1) V=1:1,000
H=1:1,000

標準横断図 S=1:250
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※1.既設用水管φ1200上は、工事車両通行不可

工 事 用 道 路 10 一 般 図 (2)

図面番号

事務所名

施工会社名

縮　尺

図面の種類

株式会社 横浜コンサルティングセンター

常磐自動車道

東日本高速道路株式会社  東北支社

い わ き 工 事 事 務 所

設計会社名

図　示

馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

工事用道路10 一般図(2)
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一般道支障物配置図(参考図)(1)

馬藩沢橋　平面図 S=1:600

事務所名

施工会社名

設計会社名

縮      尺

図面の種類

図　示 図面番号 /

東日本高速道路株式会社　東北支社

常磐自動車道

いわき工事事務所

馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

一般道支障物配置図(参考図)(1)

凡例

工事用道路5-1　平面図 S=1:1000

送水管（埋設）

東北電力
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一般道支障物配置図(参考図)(2)

宇多川橋　平面図 S=1:500

事務所名

施工会社名

設計会社名

縮      尺

図面の種類

図　示 図面番号 /

東日本高速道路株式会社　東北支社

常磐自動車道

いわき工事事務所

馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

一般道支障物配置図(参考図)(2)

凡例
かやぐらばし　平面図 S=1:500

送水管（埋設）

東北電力（埋設）

単独柱

共架柱

ＮＴＴ東日本

東北電力
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一般道支障物配置図(参考図)(3)

工事用道路10　平面図 S=1:1000

事務所名

施工会社名

設計会社名

縮      尺

図面の種類

図　示 図面番号 /

東日本高速道路株式会社　東北支社

常磐自動車道

いわき工事事務所

馬藩沢橋他2橋(鋼上部工)工事

一般道支障物配置図(参考図)(3)

凡例

排水施設

送水管（埋設）

36　 　   36


